
ー
宗
教
思
想
の
深
淵
へ
 
 

塩
尻
和
子
著
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イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
は
そ
の
発
祥
当
初
か
ら
周
辺
地
域
の
諸
宗
教
や
諸
思
想
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に
適
合
す
 
 

る
よ
う
に
合
理
的
な
解
釈
を
加
え
な
が
ら
、
自
己
の
も
の
と
し
て
き
た
。
そ
れ
は
同
じ
神
か
ら
の
啓
示
を
共
有
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
 
 

ス
ト
教
と
い
う
「
啓
典
の
宗
教
」
だ
け
で
な
く
、
表
向
き
に
は
多
神
教
・
偶
像
崇
拝
と
し
て
排
斥
し
て
き
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
マ
ニ
 
 

教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
仏
教
な
ど
に
も
寛
容
な
対
応
を
す
る
と
同
時
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
発
展
に
役
立
つ
情
報
を
貪
欲
に
吸
収
し
 
 

て
き
た
。
と
く
に
な
か
ば
廃
れ
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
思
想
や
科
学
を
取
り
込
み
、
お
お
い
に
利
用
し
た
こ
と
は
、
特
筆
さ
れ
る
事
実
で
あ
 
 

る
。
そ
こ
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
宗
教
が
本
来
的
に
包
含
し
て
い
る
理
性
主
義
と
実
践
的
共
存
の
理
念
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
活
発
な
思
想
的
営
為
の
歴
史
か
ら
、
今
日
の
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
本
来
も
っ
て
い
る
宗
教
的
 
 

寛
容
と
学
問
的
情
熱
の
奥
行
き
の
探
さ
で
あ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
深
淵
に
迫
る
研
究
は
、
宗
教
的
理
想
と
歴
史
的
現
実
と
を
混
 
 

同
す
る
こ
と
な
く
、
客
観
的
な
立
場
か
ら
今
日
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
理
解
す
る
た
め
の
手
引
き
と
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

日
本
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
連
す
る
書
籍
が
か
な
り
多
く
出
版
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
内
側
か
ら
 
 

一
元
的
に
宗
教
思
想
を
解
説
す
る
だ
け
の
も
の
と
、
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
敵
視
し
な
が
ら
最
後
の
一
神
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
 
 

の
優
越
性
を
説
く
護
数
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
反
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
バ
ッ
シ
ン
グ
を
目
的
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
危
険
 
 

性
を
強
調
す
る
偏
見
と
蔑
視
に
満
ち
た
も
の
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
 
 
 

私
が
意
図
す
る
も
の
は
、
こ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
、
ひ
ろ
く
比
較
宗
教
学
的
な
見
地
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
を
捉
え
、
客
観
的
な
視
 
 

点
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
思
想
カ
ラ
ー
ム
の
展
開
を
中
心
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
思
 
 

想
的
営
為
の
深
淵
を
学
ぶ
も
の
と
な
る
よ
う
な
著
作
で
あ
る
。
 
 
 

は
じ
め
に
 
 



私
は
こ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
の
な
か
で
も
、
と
く
に
巌
初
期
の
大
恩
想
運
動
を
展
開
し
た
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
の
理
性
主
義
 
 

的
な
神
学
思
想
を
、
の
ち
の
多
数
派
ス
ン
ナ
派
思
想
の
も
と
と
な
っ
た
ア
シ
ェ
ア
リ
ー
学
派
の
見
解
と
対
比
し
な
が
ら
研
究
し
て
き
 
 

た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
理
性
主
義
的
な
立
場
は
、
山
 
∵
世
紀
以
降
、
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
が
周
縁
地
域
に
追
い
や
ら
れ
た
の
ち
も
消
滅
す
 
 

る
こ
と
な
く
、
伝
統
的
な
宗
教
思
想
の
内
側
に
お
い
て
も
機
能
的
に
展
開
し
て
き
た
。
そ
う
い
う
忠
昧
で
は
、
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
の
 
 

思
想
を
丁
寧
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
思
想
の
深
淵
に
せ
ま
る
た
め
に
極
め
て
有
意
轟
な
手
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

本
書
の
内
容
は
、
お
も
に
著
者
が
す
で
に
発
表
し
た
論
文
の
な
か
か
ら
聖
典
研
究
や
古
典
文
献
研
究
な
ど
に
基
づ
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
 
 

神
学
研
究
を
中
心
に
し
て
 
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
間
観
∴
些
界
観
 
－
 
宗
教
思
想
の
深
淵
へ
 
－
 
』
 
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
 
 

で
あ
る
。
こ
の
著
作
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
、
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
の
文
献
学
的
研
究
と
、
一
〇
世
紀
か
ら
山
二
世
紀
に
か
け
て
の
古
典
 
 

期
神
学
思
想
の
文
献
を
研
究
し
た
神
学
研
究
の
論
文
な
ど
を
基
盤
と
し
て
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
間
観
と
世
界
観
」
を
明
ら
か
に
L
、
そ
 
 

れ
に
よ
っ
て
現
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
理
解
し
ょ
う
と
す
る
研
究
手
法
で
あ
る
。
宗
教
に
お
い
て
は
、
適
時
的
研
究
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
 
 

あ
る
が
、
宗
教
的
教
義
や
信
条
を
共
時
的
に
把
擬
し
理
解
す
る
作
業
も
ま
た
重
要
で
あ
り
、
こ
の
作
業
が
欠
け
て
い
る
な
ら
、
そ
の
宗
 
 

教
の
本
質
を
真
に
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
思
想
カ
ラ
ー
ム
の
研
究
と
、
現
代
世
 
 

界
の
平
和
構
築
に
む
け
て
急
務
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
へ
む
け
る
研
究
は
、
密
接
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
イ
ス
ラ
ー
 
 

ム
と
い
う
世
界
宗
教
の
も
つ
理
念
的
思
惟
的
な
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
現
今
の
世
界
に
塾
延
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
蔑
視
に
傾
く
こ
と
な
 
 

く
、
た
が
い
に
人
間
と
し
て
の
共
通
点
を
み
つ
め
な
お
し
て
、
平
和
と
共
存
の
追
を
探
る
試
み
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

本
番
は
お
も
に
神
学
思
想
を
扱
っ
た
前
半
（
第
一
牽
か
ら
第
三
牽
）
 
と
、
神
学
思
想
か
ら
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
他
宗
教
観
を
経
て
、
 
 

平
和
的
共
存
へ
向
か
う
議
論
を
扱
っ
た
後
半
 
（
第
川
尊
か
ら
第
∬
帝
）
 
に
分
か
れ
る
。
 
 
 

「
第
一
車
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
間
観
と
自
然
観
」
で
は
「
こ
人
間
観
」
で
人
間
の
被
造
物
性
か
ら
、
稚
を
超
え
て
来
世
へ
つ
な
が
 
 

る
死
生
観
を
検
討
す
る
。
「
二
、
葬
送
」
 
で
は
こ
の
よ
う
な
死
生
観
を
も
と
に
現
実
に
実
施
さ
れ
る
葬
儀
を
概
観
し
な
が
ら
、
簡
素
な
 
 

葬
送
儀
礼
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
な
に
か
を
考
え
る
。
「
二
．
、
職
域
倫
理
」
で
は
人
間
の
被
造
物
性
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
環
境
保
護
の
観
念
 
 

を
考
え
、
宗
教
と
環
境
倫
理
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
い
 
「
四
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
地
平
」
 
で
は
、
男
性
優
位
の
 
 JI   



め
 
 

じ
 
 

ま
 
 

宗
教
で
あ
る
と
み
ら
れ
が
ち
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
女
性
観
を
、
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
、
イ
ス
ラ
ー
ム
家
族
法
、
現
実
の
対
応
、
の
三
側
面
か
 
 

ら
検
討
し
、
本
来
の
教
義
で
は
男
女
平
等
を
謳
っ
た
思
想
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
 
 
 

「
第
二
章
、
啓
示
と
理
性
」
で
は
、
「
一
、
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
と
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
」
で
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
の
成
立
過
 
 

程
に
お
け
る
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
の
思
想
を
概
観
す
る
。
「
∴
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
倫
理
」
で
は
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
の
説
く
倫
理
的
基
準
 
 

を
明
ら
か
に
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
理
念
を
考
え
る
。
「
∴
、
宗
教
倫
理
思
想
の
枠
観
み
」
で
は
理
惟
主
義
的
な
倫
理
思
想
と
ア
シ
ェ
 
 

ア
リ
ー
学
派
の
思
想
、
さ
ら
に
哲
学
者
の
倫
理
思
想
と
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
思
想
に
み
ら
れ
る
独
自
の
倫
理
思
想
を
検
討
し
て
、
イ
 
 

ス
ラ
ー
ム
倫
理
思
想
の
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
甲
 
ア
シ
ェ
ア
リ
ー
と
獲
得
説
」
で
は
ア
シ
ェ
ア
リ
ー
神
学
の
「
獲
得
説
」
を
 
 

取
り
上
げ
、
伝
統
主
義
的
神
学
の
立
場
か
ら
倫
理
思
想
を
検
討
す
る
。
「
五
、
ク
ル
ア
ー
ン
と
「
神
の
言
葉
」
（
K
巴
賢
ロ
A
－
－
詳
）
」
で
は
 
 

聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
の
「
言
葉
」
に
つ
い
て
、
理
性
主
義
的
な
立
場
か
ら
の
ロ
ゴ
ス
論
と
聖
典
諭
の
展
開
を
検
討
す
る
。
 
 
 

「
第
三
章
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
観
」
で
は
、
「
一
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
み
る
世
界
の
創
造
」
に
お
い
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
天
地
創
造
 
 

物
語
を
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
を
詳
細
に
検
討
し
な
が
ら
再
構
成
を
試
み
、
神
に
よ
る
「
無
か
ら
の
創
造
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
 
 

る
。
「
二
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
」
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
古
典
期
の
思
想
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ギ
リ
シ
 
 

ア
思
想
の
な
か
で
も
、
と
く
に
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
思
想
と
の
関
連
を
取
り
上
げ
る
。
次
に
「
三
、
来
世
の
復
活
と
新
し
い
創
造
」
で
 
 

は
、
「
第
一
章
」
で
み
て
き
た
死
生
観
に
関
連
す
る
思
想
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
原
子
論
に
お
け
る
展
開
の
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。
「
四
、
 
 

原
子
論
的
宇
宙
論
」
で
は
、
原
子
論
的
存
在
論
の
完
成
者
と
し
て
名
高
い
ア
シ
ユ
ア
リ
ー
の
思
想
を
前
後
の
時
代
の
学
者
の
見
解
と
対
 
 

比
し
っ
つ
検
討
し
、
原
子
論
が
神
の
天
地
創
造
を
理
論
づ
け
る
役
割
を
任
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
 
 
 

「
第
四
章
、
ひ
と
つ
の
神
と
三
つ
の
宗
教
」
で
は
、
「
∴
 
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
の
属
性
論
に
み
る
「
神
の
唯
一
性
」
」
に
お
い
て
理
 
 

性
主
義
的
神
学
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
の
思
想
か
ら
神
の
唯
一
性
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
。
「
二
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
と
キ
リ
ス
ト
 
 

教
」
は
中
世
期
の
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
の
三
位
一
体
論
が
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
検
討
さ
れ
て
き
た
の
か
、
概
観
す
 
 

る
。
こ
の
概
観
か
ら
「
三
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
と
「
三
位
一
体
論
」
」
で
は
、
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
後
期
の
学
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
∴
ン
ヤ
 
 

ッ
バ
ー
ル
の
思
想
か
ら
「
三
位
一
体
論
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
検
討
す
る
。
「
四
、
共
存
と
対
話
の
思
想
史
」
で
は
、
古
代
か
ら
中
世
 
 

漬   



に
か
け
て
、
政
治
的
に
困
難
な
時
期
に
あ
り
な
が
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
比
較
的
平
穏
な
共
存
の
中
で
、
大
き
な
思
想
 
 

的
発
展
を
遂
げ
て
き
た
歴
史
的
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
 
 
 

「
第
五
章
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
他
宗
教
観
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
を
巡
る
宗
教
開
村
話
の
可
能
性
を
探
る
試
み
 
 

を
展
開
す
る
。
ま
ず
「
一
、
宗
教
多
元
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
」
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
を
も
と
に
し
て
、
イ
ス
ラ
 
 

ー
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
共
存
と
対
話
は
可
能
な
の
か
、
考
え
る
。
「
二
、
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
の
イ
ン
ド
仏
教
観
」
で
は
、
乏
し
い
資
料
 
 

な
が
ら
も
、
現
代
ま
で
残
さ
れ
た
神
学
思
想
の
資
料
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
み
た
イ
ン
ド
仏
教
に
関
す
る
記
述
や
比
較
議
論
を
紹
 
 

介
す
る
。
「
三
、
平
和
を
作
り
出
す
た
め
に
」
は
、
私
た
ち
の
子
孫
へ
む
け
て
の
著
者
の
提
言
で
あ
る
。
魂
の
救
済
装
置
で
あ
る
べ
き
 
 

宗
教
が
古
来
、
戦
争
や
紛
争
、
殺
戟
に
関
わ
っ
て
き
た
原
因
を
考
え
る
と
同
時
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
 
 

高
邁
な
宗
教
的
理
想
も
つ
三
つ
の
宗
教
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
和
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
訴
え
る
も
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

も
と
よ
り
本
書
の
内
容
は
拙
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
小
著
が
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
の
推
進
と
宗
教
間
の
平
和
的
な
共
存
の
実
現
に
、
 
 

い
さ
さ
か
で
も
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
し
あ
わ
せ
は
な
い
。
 
 
 

二
〇
〇
八
年
二
月
吉
日
 
 

春
を
待
つ
筑
波
山
の
ふ
も
と
に
て
 
 

塩
 
尻
 
和
 
子
 
 
 

初
出
〓
覧
 
 
 

第
一
寧
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
間
観
と
自
然
観
 
 

∴
 
人
間
観
 
 

「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
間
観
1
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
み
威
す
㈲
」
¶
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
一
年
七
月
、
一
二
六
－
L
 
 

三
〇
頁
）
 
 

．
、
葬
送
 
 

書
き
下
ろ
し
 
 

三
、
環
境
倫
理
 
 
 



はじめに  

「
ク
ル
ア
ー
ン
の
自
然
観
と
人
間
観
」
 
（
溝
口
次
夫
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ワ
イ
ス
バ
ー
ド
編
著
『
環
墟
と
宗
教
』
環
境
新
聞
社
、
∴
0
〇
六
年
、
一
六
五
－
一
九
七
 
 

貫
）
 
 

四
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
地
平
 
 

「
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
と
女
性
」
 
（
『
現
代
宗
教
二
〇
〇
二
』
東
京
億
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
五
四
－
六
九
真
）
 
「
イ
ス
ラ
ー
ム
陛
界
の
女
性
」
 
へ
『
世
界
k
六
七
九
 
 

号
、
岩
波
番
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
〇
－
バ
〇
五
重
）
 
 

第
二
帝
、
啓
示
と
理
性
 
 

∵
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
と
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
 
 

ー
二
、
 
 

↓
 
▲
、
 
 
 

『
ィ
ス
ラ
ー
ム
の
倫
理
－
ア
ブ
ド
ゥ
ル
∴
ン
ヤ
ツ
バ
ー
ル
研
究
払
 
へ
塩
尻
和
子
著
、
未
来
社
、
二
〇
〇
一
年
、
∵
L
－
二
五
亘
）
 
 

ニ
R
e
a
s
O
n
a
n
d
R
e
完
a
訂
d
L
a
w
5
．
M
G
・
t
a
N
E
t
e
E
t
訂
c
s
：
完
膚
学
■
思
料
芸
禦
華
』
鮨
∵
八
旨
、
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
1
一
一
 
 

貫
）
 
 

ク
ル
ア
ー
ン
の
倫
理
 
 

「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
倫
理
」
 
（
竹
下
政
孝
編
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
思
考
回
路
』
、
『
酒
庫
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
』
第
四
巻
）
、
栄
光
教
育
文
化
研
究
所
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
 
 

六
－
∴
 
二
山
頁
）
 
 

宗
教
倫
理
思
想
の
枠
組
み
 
 

「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
倫
理
」
（
竹
下
政
孝
覇
『
ィ
ス
ラ
ー
ム
の
思
考
阿
路
』
、
『
講
座
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
』
第
四
巻
、
栄
光
教
育
文
化
研
究
所
、
一
九
九
五
年
、
山
一
 
 

二
－
一
四
三
頁
）
 
 

ア
シ
ェ
ア
リ
ー
と
薙
得
鋭
 
 

「
ア
シ
ェ
ア
リ
ー
神
学
の
位
置
づ
け
」
 
宗
宗
教
と
倫
理
』
第
二
旨
、
宗
教
倫
理
学
会
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
－
三
六
常
）
 
 

ク
ル
ア
ー
ン
と
「
神
の
言
葉
」
（
K
巴
脚
m
A
欝
h
）
 
 

「
ク
ル
ア
ー
ン
創
造
説
に
お
け
る
「
神
の
言
葉
」
 
（
K
巴
a
m
と
ー
賢
）
」
 
（
『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
鶉
由
八
号
、
日
本
イ
ス
ラ
ム
協
会
、
一
九
九
七
年
、
一
九
－
三
八
 
 

頁
）
 
 

イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
観
 
 

ク
ル
ア
ー
ン
に
み
る
世
界
の
創
造
 
 

「
コ
ー
ラ
ン
に
み
る
「
世
界
の
創
造
」
」
 
（
月
本
昭
男
編
『
創
成
神
話
の
研
究
』
 
（
L
I
T
H
O
N
、
一
九
九
六
年
、
一
七
七
－
二
〇
四
頁
）
 
 

新
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
 
－
 
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
と
ア
ブ
ー
・
フ
ザ
イ
ル
の
「
一
着
論
」
 
 

「
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
と
ア
ブ
ー
・
フ
ザ
イ
ル
の
「
一
考
論
」
～
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
」
（
『
哲
学
・
思
想
静
集
』
第
二
七
号
、
筑
波
大
学
哲
学
・
 
 

思
想
学
系
、
二
〇
〇
二
年
、
七
五
－
九
六
頁
）
 
 

来
世
の
復
活
と
新
し
い
創
造
 
 

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
倫
理
－
ア
ブ
ド
ゥ
ル
∴
ン
ヤ
ツ
バ
ー
ル
研
究
』
 
へ
二
四
〇
－
二
四
九
頁
）
 
 

原
子
論
約
手
宙
論
1
ア
シ
ェ
ア
リ
ー
か
ら
ジ
ュ
ワ
イ
ニ
ー
ま
で
 
 
 



範
囲
車
、
 
 

一
、
 
 

凡
例
 
 

‥
 ク
ル
ア
ー
ン
の
日
本
語
訳
は
‖
亜
対
訳
『
聖
ク
ル
ア
ー
ン
払
 
二
ホ
教
法
人
〓
本
ム
ス
リ
ム
協
会
、
昭
和
五
ヒ
年
）
を
開
い
た
が
、
筆
者
が
独
自
に
訳
出
し
た
部
分
も
あ
 
 
 

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
関
連
す
る
ク
ル
ア
ー
ン
の
申
句
番
号
に
つ
い
て
は
、
お
も
な
簡
所
を
例
示
す
る
に
と
ど
め
た
。
車
句
番
号
は
た
と
え
ば
二
ハ
 
 

七
三
）
 
の
よ
う
に
し
る
し
、
「
六
単
ヒ
三
節
」
を
示
す
。
 
 

四
、
 
 

第
五
牽
、
 
 

一
 
ヽ
 
 

∵
 
 

型
番
は
『
聖
番
』
 
（
新
改
訳
、
‖
本
型
番
刊
行
会
、
昭
和
閃
八
隼
）
と
還
忘
恩
 
凧
新
共
同
駅
、
‖
春
型
裔
協
会
、
．
九
九
九
年
）
 
の
両
方
を
用
い
た
っ
 
 

論
文
の
中
に
は
、
そ
の
論
文
で
用
い
た
凡
例
を
文
末
に
記
し
た
も
の
が
あ
る
〔
原
典
資
料
の
当
該
箇
所
右
把
擬
す
る
た
め
に
便
利
な
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
残
し
た
 
 

註
は
各
項
の
論
文
の
煎
後
に
入
れ
た
り
註
を
つ
け
な
か
っ
た
項
も
あ
る
 

三
、
 
 

頁
）
 
 

二
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
と
キ
リ
ス
ト
教
 
 

「
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
に
み
る
原
子
論
的
字
宵
諭
－
ア
シ
ェ
ア
リ
ー
か
ら
ジ
ュ
ワ
イ
ニ
ー
ま
で
i
」
慧
ポ
故
習
学
研
罪
〓
家
短
、
京
都
宗
教
哲
学
会
、
二
〇
〇
五
 
 

年
、
山
七
－
三
二
貫
）
 
 

ひ
と
つ
の
神
と
小
二
つ
の
宗
教
 
 

ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
の
属
性
論
に
み
る
「
神
の
唯
り
性
」
 
 

「
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
の
属
性
給
に
み
る
『
神
の
唯
山
性
ヒ
こ
痢
神
科
学
』
第
三
国
号
、
日
本
大
学
哲
学
会
、
山
九
九
五
年
、
二
三
L
二
六
頁
）
 
 

「
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
研
究
の
間
視
点
と
そ
の
展
望
」
繭
究
ノ
ー
ト
、
冒
リ
エ
ン
ト
払
姉
三
脚
魂
一
号
、
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
、
諭
九
九
一
年
、
七
九
～
九
三
 
 

審
き
下
ろ
し
 
 

イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
と
「
三
位
一
体
論
」
 
 

「
ア
ブ
ド
ゥ
ル
∴
ン
ヤ
ツ
パ
ー
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
 
－
 
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
に
お
け
る
宗
教
間
対
敵
」
（
冒
ポ
敦
研
究
』
三
相
…
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
〇
 
 

四
年
、
三
四
九
－
三
七
三
頁
一
 
 

共
存
と
対
話
の
思
想
史
 
 

「
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
教
1
【
∴
其
存
と
対
話
の
思
想
史
」
声
比
較
文
明
』
第
．
七
号
、
日
本
比
較
文
明
学
会
、
山
．
〇
〇
一
年
、
五
五
1
六
六
軍
 
 

イ
ス
ラ
ー
ム
の
他
宗
教
観
 
 

宗
教
多
元
主
裁
と
イ
ス
ラ
ー
ム
 
 

「
宗
教
多
元
主
務
と
イ
ス
ラ
ー
ム
」
童
宗
教
研
究
』
節
三
二
九
号
、
‖
本
家
教
学
会
、
∴
0
〇
一
年
、
二
四
ヒ
し
王
∴
華
 
 

中
陛
イ
ス
ラ
ー
ム
の
イ
ン
ド
仏
教
観
 
 

∑
M
e
d
i
e
v
巴
〓
訂
－
a
m
i
c
R
e
f
e
r
e
n
c
e
s
【
O
l
n
d
i
a
n
B
u
d
d
h
i
s
m
；
㌫
暦
学
∴
思
想
諭
塊
』
筑
波
大
学
密
喪
・
思
想
専
攻
、
節
山
二
∴
号
、
一
．
〇
〇
七
年
、
二
九
・
⊥
三
二
 
 

頁
）
 
 

平
和
を
作
り
出
す
た
め
に
 
 

落
き
下
ろ
し
 
 

扉  




